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本論文は、日本語の指示副詞(例 r {こう/そう/ああ}する J )の類について、歴史的変化の観点を中心に記述を
試みたものであろう。
第 1 章「序論(その 1) J 、第 2 章「序論(その 2) J に続き、第 3 章「現代語の指示副詞」には 1 節「現代語コ
系・ソ系・ア系の指示副調についてJ 2 節「現代語の指示副詞の指示用法についてJ 3 節「現代語の指示副詞の副調
的用法についてーコウ・ソウ・アアを中心に」が含まれる。また、第 4 章「指示副詞の指示用法の歴史的変化につい
てj には、 1 節「指示代名詞の指示用法の歴史的変化についてJ 2 節「指示副詞の指示用法の歴史的変化について」
3 節「指示体系の歴史的変化について」が含まれる。続て第 5 章「古代語の指示副調の副詞的用法についてーカク・
サを中心に-J には、 1 節「古代語の動作・作用の様態を表す用法についてJ 2 節「古代語の言語・思考・認識活動
の内容についてJ 3 節「古代語の程度・量の大きさを表す用法についてJ 4 節「古代語の静的状態の様子を表す用法
について J 5 節「副詞的用法の歴史的変化のまとめJ 6 節「歴史的変化における指示用法と副詞的用法の影響関係に
ついてj が含まれる。第 6 章は付論「ソ系・サ系列の暖昧指示表現と否定対極表現についてJ である。最後に結語「指
示副詞の歴史的研究にあたって」を置く。また、参考文献一覧、調査した作品・使用テキストの一覧を付す (A4版




































なお、 2004 年 2 月 18 日に本論文の公開の口頭試問を行い、最終試験を終えた。この点もふまえ、本論文を博士(文
学)の学位にふさわしいものと認定する。
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